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ユビキタスネットワーク認証・
エージェント技術の研究開発

ユビキタスネットワーク認証・エージェント（UAA）グループ
株式会社日立製作所，東京大学，日本電信電話株式会社，大阪大学
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UBIQUITOUS WORLDUBIQUITOUS WORLD

ビジネス・産業ドメイン

情報家電

Hot Spot

消費，ホームドメイン

ITSドメインセンサネットワーク

政府・自治体ドメイン教育
ドメ
イン

ネットワークに接続する種々の要素
を利用して，より便利な機能を！

我々の日常生活は，今後益々個人が主役となっていくと想定される．個々人のコンテキストや嗜好を
反映するユビキタス機能がネットワークを通して提供されるべきであり，ネットワークに接続される情
報機器，センサ類，コンテンツやプログラムなど種々のエンティティ が利用可能となるであろう．

ビジネス･産業ドメイン
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ユビキタスネットワーク認証・エージェントユビキタスネットワーク認証・エージェント (UAA)(UAA)グループグループの位置付けの位置付け

ユーザがどんな状況にあっても適切なサービスの享受と提供が可能で，経済活動を活性化できるユ
ビキタスネットワーク社会を構築することを目的に，種々のユビキタス関連研究プロジェクトの成果を
連携させ，u-Japan基盤を構築する．

移動体網NW 無線LAN 固定網

ネット
ワーク

プラット
フォーム

アプリケー
ション

ユーザ

センシング
デバイス

アプライ
アンス

ITS NW

JGN2等広域超高速ネットワークJGN2等広域超高速ネットワーク

チップNWチップNW

超小型チップ

超小型チップネットワーク

「コンテンツ市場」「コミュニティ」「電子商取引」「流通」「ソリューション」・・・

企業 組織・団体 個人

【2】 ユビキタスネットワーク認証・エージェント技術

アクチュエータ

【3】 ユビキタスネットワーク制御・管理技術

電子タグ技術
センサNW技術
ＮＷロボット技術

電子タグ高度利用
セキュアユビキタス
自律移動支援
・・・・・・

内閣府，総務省，経産
省，国交省，文科省...

研究プロジェクト

【1】 超小型チップネットワーキング技術
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UAAUAAグループの研究目標グループの研究目標

■研究開発の目的
個人個人のライフスタイル・行動パタンを的確に反映できる新しい「認証技術」や「エージェント技

術」を研究開発し，u-Japan基盤として近い将来の国民のユビキタスライフクリエーションに寄与する．

家でも

帰宅時
にも

会社でも

お店でも新幹線でも

スケジューラーと
リンクした自動ア

ラーム

ZiZiZi

渋滞情
報配信

個人に合わ
せた最適コン
テンツ推薦

顔認証
OK！

今日の予定は
10:00 ○×物産です

認証
OK

指紋認証OK
ロック解除

外出先でも

動的な出力装
置発見＆装置
に適応した出力

制御 最近魚が多い
ので，お肉は
いかがですか

おかえ
り！

移動中のコンテ
ンツ配信

ビジネス最新
ニュース
14:００現在
○×社の株価は・・・

安心・安全・確実にサービスを利
用したい

今この場で欲しいサービス
を，自在に利用したい

自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
①自律適応型ネットワークシステム構成技術
状況に応じたネットワーク内ハードウェア自律変更
②自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術
その場その時そのユーザに適したサービスを合成

大量モビリティ対応認証技術
10億規模の端末が存在する環境
での高速認証技術．

分散型認証制御技術
異種ドメイン間を移動するユーザの
効率的認証技術．

コンテンツ流通エージェント技術

ユーザプロファイルに応じた適切なコン
テンツ推薦とルーチング

自律分散ノード認証技術

ノード・サブネットワークの移
動のための高速認証．
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目標を実現するための技術と研究体制目標を実現するための技術と研究体制

■いつでもどこでも，
安心・安全・確実に
サービスを利用したい

■今この場で欲し
いサービスを，自在
に利用したい

オ）コンテンツ流通エージェント技術

ウ）自律分散ノード認証技術

ア）大量モビリティ対応認証技術
イ）分散型認証制御技術

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-1）自律適応型ネットワークシステム構成技術
エ-2）自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術

（日立製作所）

（NTT）

（東京大学）

（大阪大学）

●膨大な数のネットワーク要素環境でも高速で動作する認
証プラットフォーム

●ネットワーク単位の移動時における高速認証

●状況に応じたハードウェア自律変更
●その場その時そのユーザに適したサービスを合成

●過去/現在/未来のプロフィールに応じたコンテンツ推薦や低
機能端末の適応的ルーチング

Ubiquitous Authentication and Agent Group

6

研究実施計画研究実施計画

Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度項 目

調査・基本開発 方式開発・試作 技術検証・機能拡張 総合実験

基本技術確立個別技術推進 連携技術確立 他グループ
との連携準備

ユビキタスネットワーク
技術年度目標

グループ内
連携実証実験

全グループによる
総合実証実験

他グループと
の部分連携
機能開発

個別デモ

連携サービス
具現化

■H19年度の全技術グループ連携によるユビキタスネットワーク連携実証のために研究を推進中．

取り組みポイント

連携機能開発
前倒し

グループ内
実証実験

他グループ連携
機能開発

概要線表

主なイベント ▲
ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄ
ﾜｰｷﾝｸﾞﾌｫｰﾗ
ﾑ特別ｾｯｼｮﾝ

▲UNS2004 ▲UNS2005

▲INTEROP

▲実験公開

▲UNS2006

▲実験公開

▲SAINT2005
Workshop

▲UNS2007

▲SAINT2006
Workshop

▲INTEROP

▲SAINT2007
Workshop



Ubiquitous Authentication and Agent Group

7

各組織毎の研究目標（日立製作所各組織毎の研究目標（日立製作所 課題ア），イ））課題ア），イ））

ユビキタス認証
プラットホーム

ユーザ・端末

情報機器・ｻｰﾋﾞｽ

ユビキタス認証
制御ネットワーク

ア）大量モビリティ対応認証技術，イ）分散型認証制御技術
★10億規模の端末のアクセスに耐える高性能で操作の容易な認証プラットフォーム実
現 →個人情報・ＩＤ情報を活用した新たなパーソナルサービスや異業種融合ビジネスの
創出に寄与．

コンテキストアウェア利用認証によ
る端末処理負荷・操作負荷の低減

異種ドメイン間認証によ
るシングルサインオン・
シームレスローミング

ユーザ/端末認証処理

アクセス制御ポリシー設定
処理

アクセス制御ポリシー高速生成・設定
によるセキュアな常時接続サービス

高速な認証チャネル設定
認証処理全体スループット向上

K
io

s
k 認証/通信チャネル分離

エージェント

・ICカード/生体情報を利用したモバイルユーザ向け認証を実現．操作性向上（ｼﾝｸﾞﾙｻｲﾝｵﾝ）．
・要素数100倍の環境下で千倍の性能向上．制御ルールを瞬時に設定，認証用経路設定を1秒以内．
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各組織毎の研究目標（東京大学各組織毎の研究目標（東京大学 課題ウ））課題ウ））

ウ）自律分散ノード認証技術
★ノード単体やサブネットワークの移動をユーザに隠蔽し，瞬時に認証・権限チェックを
実行 →移動の意識無く継続的なサービス提供可能．

アクセス
ルータ

ad-hocネットワーク

移動ノード

移動ネットワーク

超高速IPv6バックボーン

ノード単体移動時の高速認証

ad-hocネットワークへの
参加・離脱時の高速認証

サブネットワーク移動時
の高速認証

・自動的にv6インターネットに接続し，通信できるPlace&Play機能．
・無線方式の最適選択と移動時の認証処理を50ミリ秒以下に抑える．
・移動ノードと移動透過な通信を行うプロトコルの提案・開発．→IETF等へ．

移動ネットワークへの参加

状況の反映，分散
キャッシュ利用等に
よる処理の高速化

Privacy と Trace-ability の両
立
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各組織毎の研究目標（各組織毎の研究目標（NTTNTT 課題エ）課題エ）--11））

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-1）自律適応型ネットワークシステム構成技術
★さまざまな環境の変化に対して回路レベルで自律適応する機器構成技術
→種々のNW機器を本技術で構成・相互連携させることで，高性能で経済性，利便性に
優れたユビキタスネットワーク環境の構築．

・各機器の自律適応性により，システム全体の有効スループットを10-100倍に向上させる．
・ユビキタスシステムの中心になる無線システムの構築コスト，運用コストを1/10以下に削減する．
・サービスに対応した処理能力を実現し，1/10以下の低消費電力化を図る．

固定網

無線LAN移動体網 センサ網

回路機能の自律適応

環境変化に即応して，
必要機能を動的に生
成，変更．

可変NW
I/F部

制御部

可変
無線部

可変
無線部

制御信号

NW1
（Internet）

NW2
（有線網）

統合ノード

…

データ

自律適応型
ハードウェア

可変NW
I/F部

制御部

可変
無線部

可変
無線部

制御信号

NW1
（Internet）

NW2
（有線網）

統合ノード

…

データ

自律適応型
ハードウェア

無線インタフェースの論理変更

Ubiquitous Authentication and Agent Group

10

各組織毎の研究目標（各組織毎の研究目標（NTTNTT 課題エ）課題エ）--22））

エ-2）自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術
★サービス合成エージェントにより，その場その時に適したサービスを合成．
→企業だけでなく一般ユーザが持つデバイス，サービスを用いた多様なサービス実現．
ユーザ利用履歴学習による，新たなサービスの自動生成，嗜好・流行への適応．

・既存技術のWebサービス連携に比べ，千倍以上のサービス要素数をハンドリング可能にする．
・一般ユーザでも１分で新しいサービスを作成可能な記述． 学習による適切なサービス提案．
・確立するサービス合成技術は，GGF等の標準化団体へ．

サービス要素群
ボトムアップ型

設計図

実サービス
トップダウン型

設計図流通

利用履歴学習による，
新たなサービス生成

状況に応じた発見，選択，動的
バインドによるサービス合成

携帯端末に合成エンジン搭載

様々なサービス要素を
統一的に扱う意味的記述
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各組織毎の研究目標（大阪大学各組織毎の研究目標（大阪大学 課題オ））課題オ））

オ）コンテンツ流通エージェント技術
★ユーザ状況(TPO)や環境，ユーザ嗜好，ネットワーク状況に応じた適応的経路制御技
術→端末の属性・性能を意識することなくアクセスでき，最適なネットワーク構成で配信．
家電や携帯端末を利用した新しい緻密型サービスを実現．

どこでも商用・個
人コンテンツ配信

ユーザの能動的行動不要
なコンテンツ利用形態

・生産・流通・消費サイクル活性化に役立つユビキタスコンテンツアクセスメカニズムを確立．
・誰でも容易にコンテンツを配信，見たい情報を何時でも何処でも視聴可能．
・数10万規模の個人プロファイル情報の管理制御，数万コンテンツとのマッチングを実現．
・開発したエージェントプラットホームをProject JXTA等を通じ，オープンソースにより公開．
・異種無線アクセスシステムを適応的かつシームレスに利用可能．

効率的経路確定処理
（適応的経路制御技術）

ユーザと環境を意識した
コンテンツ流通
（コンテンツの個人化と適合化）

経路制御エージェント
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各機関のこれまでの到達点（総括）各機関のこれまでの到達点（総括）

ア，イ）大量モビリティ対応認証技術・分散型認証制御技術（日立）
①ユーザの移動を検知して瞬時に認証・権限チェックを行うことにより，その場所のポリシーに適したサービスを
利用可能とする認証制御プラットホームを実現・・・状況適応型分散エージェント技術，異種ドメイン間認証連携
技術などを開発．スループット10倍，100万規模アクセス可能．
②認証制御エージェントを実装したノード間を専用チャネルで接続することにより地理的に離れたドメイン間での
アクセス制御認証を容易とする分散型制御プラットフォームを実現・・・帯域予約型プロトコルなどを開発
ウ）自律分散ノード認証技術（東大）
① Place&Play機能
電波強度による次に接続すべき基地局の検出機能の実現．位置登録機能とAAA機能の融合．
②移動透過通信機能

Mobile IPv6, NEMO Basic Support ProtocolのIETFでの標準化への貢献．屋内/屋外での実証実験．
エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術（NTT）
①ネットワーク装置の回路レベルの論理をネットワーク状況に応じて変更する技術を確立．
‐‐プロトタイプによる自律適応型チップ構成技術，システム構成の基本設計技術を実現．
②サービスの意味的シナリオを解釈し，サービス要素をNW内で発見，合成するエンジン機能を実現．

--メタデータ自動解決，環境適合性，インテリジェントなIF整合技術を実現し，標準化団体GGF (Global Grid 
Forum)にて打診中．
オ）コンテンツ流通エージェント技術（阪大）
①コンテンツ発見・推薦のためのメタデータマッチング機構を考案，エージェントベースのプロトタイプを開発．
②位置情報に基づく効率的P2Pネットワーク構成手法，安定性の高いマルチキャスト配信手法の提案．
③無線統合網における新たなモビリティ制御技術を提案，プロトコル実装を完了．
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H1H177年度目標達成度年度目標達成度

ア）大量モビリティ対応認証技術，イ）分散型認証制御技術 （日立製作所）

【達成状況】・・・進捗度60%
ユーザの意思により設定したポリシに基づいてプロファイルへのアクセスを制御可能なコンテキストエージェント機
能を開発．認証エージェント間連携プロトコルの改良を行い，シミュレーションにより100万ユーザ規模のスケーラ
ビリティを達成見込みである．

【達成目標と到達点】

（1）位置以外のセンシングによるポリシー高度化機能及びポリシーを柔軟・簡単に設定可能な管理インター
フェースの開発，実験評価・改良を行う．

（2）高速な認証チャネル設定に関して，アクセススループットのスケーラビリティを確保するための認証トラ
ヒック負荷分散技術，認証制御エージェント間のシームレスな連携を実現するためのコンテキスト情報
データベース同期化・検索技術を開発する．

ドメイン A
（東京）

インターネット

認証制御
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

認証制御
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

認証制御
ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

認
証
チ
ャネ
ル
デ
ー
タチ
ャネ
ル

端末の移動

端末a

認証DB

認証DB

認証DB

HA

HA: Home Agent RA: Router Advertisement  
BU: Binding Update

ドメインB
（大阪）

端末a

②BU④DB Update 
Request

⑤DB Update 

①RA③アドレス
通知

ユーザ
情報：ドメインC

状態遷移モデルに基づいた
ポリシコントロール

Web サービスインタフェース

電子
チケット

センシング
視聴
人数等

認証制御エージェント

認証 ・認可・
アクセス制御

変化を検
出し通知

「受付中」に遷移ログアウト通知

IF 本エリアのユーザからの要求
IF サービスレベル ==高
→ 認証方法通知（静脈）
IF 利用者数が最大数に
→ 「一時停止」に遷移

ELSE

受付拒否

受付拒否

サービス利用
要求

一時停止受付中

A
ファミリー

ステータス
イベント

Bさん

コンテキストエージェント

セキュリティ
ポリシ

ユーザ
ポリシ

Aファミリー

Bさん

ユーザ
要求

位置情報
検索
サービス

受付・サー
ビス合成 ストリーミング

配信サービス

アクセス
ポリシ
を参照

(1) 家族のみに
自分の位置を公開

（2） グループ内のメンバ
に自分の位置を公開
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H1H177年度目標達成度年度目標達成度

ウ）自律分散ノード認証技術 （東京大学）

【達成目標と到達点】
(1) Place&Play機能(自動構成技術)

単一無線通信環境において電波強度により次に接続すべき基地局を事前に検出する機能の実現．
(2) Place&Play機能(認証・権限確認技術)

Mobile IPv6の位置登録機能とAAA機能を融合した効率的なプロトコルの設計と実装．
(3) 移動透過通信機能(移動ノードとの移動透過通信機能)

アプリケーション開発．Mobile IPv6の運用技術の蓄積および仕様へのフィードバック．屋外実験．
(4) 移動透過通信機能(移動ネットワークとの移動透過通信機能)

IETFでのプロトコル標準化への貢献．屋内及び屋外での実証実験．

ウ)-1自動構成
リンク層がデバイス依存情報を
デバイス非依存情報に抽象化し，
ネットワーク層に提供．
(無線環境エミュレータで動作確認)

インターネット

HAAAAh

Home domain

Mobile IPv6の位置
登録及びAAA

ウ)-2認証・権限確認
Mobile IPv6のBU
メッセージとDiameter
のメッセージを融合し，
効率的に位置登録及び
認証，権限委譲を実現

ウ)-3移動ノードとの透過的通信
・シャープ製Zaurus用のアプリケーション
及びミドルウェアを開発．
・新しいMobile IPv6の実装SHISAを開発．
・IETFの標準化に貢献

ウ)-4移動ネットワークとの透過的通信
・IETFでの標準化に貢献 (RFC3963)
・室内実証実験
- UNS(台場), Interop(幕張メッセ)
・自転車(e-bike)を利用した屋外実証実験
-自転車+WebCamera+PC+sensors

【達成状況】 最終目標に対する進捗度70%
移動先基地局の発見，位置登録とAAAの融合，移動透過プロトコルの実証実験など予定通り進捗．
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H1H177年度目標達成度年度目標達成度

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-1）自律適応型ネットワークシステム構成技術（NTT）

【達成状況】 最終目標に対する進捗度70%
実機による制御により自律適応型ネットワークシステムの実現性を確認し，予定通り進捗している．

【達成目標と到達点】

（１）複数の通信方式に対応した自律適応型ネットワーク機器（統合ノード）において，クライアント
の利用状況に応じて，提供する通信方式を自律適応的に制御する基本制御技術の確立．

（２）上記統合ノードを実現するための，自律適応型ハードウェアへの要求条件の検討．

方式A

方式B

各通信方式のクライアント各通信方式のクライアント

…
方式A

各通信方式実現部各通信方式実現部 制御部制御部

方式C

自律的に制御

ネットワークネットワーク

…

…

…

統合ノード

…
方式B

…
方式C

自律適応制御ソフトウェアの開発

自律適応制御に必要なパラメータの抽出

実機による通信評価環境の構築

自律適応制御アルゴリズムの実現
および有効性の実証
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H1H177年度目標達成度年度目標達成度

【達成状況】 最終目標に対する進捗度70％
サービス合成技術の高機能化は予定通り進捗している．また，標準化団体GGFにも提案中．

【達成目標と到達点】
昨年度にプロトタイブ検証したサービス合成技術に関し，洗練化，応用分野の拡大を図った．
(1)オントロジツリーを用いて，異なるドメインで定義されたサービス利用可能にする，オントロジ解決技術確立．
(2) ユーザ群の利用履歴を用いたサービス設計図生成方式の提案・評価．パラメータ自動マッピング技術利用．
(3) 携帯電話を用いてインターネット上のWebページサービス連携するためのサービス合成エンジンWeb対応．
(4) サービス合成エンジンを用いたショッピング支援サービス実証実験をH18．2に実施予定．

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-2）自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術（NTT）

異なる語彙をオントロジ変換により解決

OWL: Web Ontology Language

カテゴリH カテゴリI

カテゴリJ

カテゴリG

カテゴリK

α

α,γ α,β

カテゴリF

継承関係
subClassof

ア, イ

同値関係
equivalentClass

カテゴリF

ア, イ，ウ α,β，γ

自動推測

台所

サービス合成
プロキシサーバ

発声

表示

vehicle
(3) スピーカ

ポータル上サービス（SE）

(9) アラーム

(5) タイマ

(2) プリンタ

(12) 時刻表

(6) 位置情報

(7) 地図 (8) 予定表

(4) ビデオカメラ

(11) 英和翻訳

(10) 検索機能

(1) モニタ

例：英語勉強サービス

11 3 110

乗り物

携帯電話で容易にサービス合成
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【達成目標と到達点】
・ P2P ﾈｯﾄﾜｰｸ構成技術や，ﾏｯﾁﾝｸﾞｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ等をｼｽﾃﾑｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄとして開発．
・ 無線統合網における新たなﾓﾋﾞﾘﾃｨ制御技術を提案，ﾌﾟﾛﾄｺﾙ実装を完了．
・ 実証実験を通じて，ｼｽﾃﾑ間機能連携の確認を行なう．
・ ｴｰｼﾞｪﾝﾄﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ技術を，年度内を目処に ProjectJXTA等を通じて，ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽとして公開予定．

H1H177年度目標達成度年度目標達成度

オ） コンテンツ流通エージェント技術

【達成状況】 最終目標に対する進捗度65％
ｺﾝﾃﾝﾂ流通ｴｰｼﾞｪﾝﾄの開発及び高度化は計画通り進捗している．

無線統合網
HMIPv6
対応ルータ

多階層分散型モビリティ制御

ユビキタスネットワーク

マッチングエージェント
プラットフォーム

アクセスポイント情報管理提供プロトコル

リクエスト

推薦

エージェント

エージェント

ｽｹｼﾞｭｰﾙ

位置情報

センサ
情報 エージェント

コンテンツ

エージェント
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UAA2005UAA2005年度連携実証実験年度連携実証実験 ｢｢ワンダーキャッチャーワンダーキャッチャー｣｣

■サービスイメージ
エリアや状況に応じて，お客様のプロパティに合った特薦情報・驚き・気付き（リマインダ）を提供する．

【歩いていると・・・】

○○さん 女性
１．ハンドバッグ
２．ジャケット
３．サングラス
・・・・

・チェック商品，お薦め商品表示
・行きたい店までの地図表示
・タイムセール情報
・（クーポン発行）

プルプル

詳しい情報は，，，

・お気に入り商品
をマスコットをかざ
してチェック

これいい
ﾏｽｺｯﾄ・ｶｰﾄﾞを持って
お楽しみください！

お薦め情報があるよ！
チェックした商品あるよ！

この店に友達が
欲しいものがあ
るよ！

ｼﾝｸﾞﾙｻｲﾝｵﾝ
認証（日立）

高適合ｺﾝﾃﾝ
ﾂ推薦(阪大) サービス合成エ

ンジン(NTT)

位置
取得

画面
制御

ﾘﾏｲﾝ
ﾄﾞ

・・・

【近傍店舗からの特薦情報】

【店舗にてお気に入り登録】

【家族や友達に･･・】【友達今どこ？】

台所

Aさん Xさん

Pさん

店舗Mapプロパティ

●青森県でのユビキタス実証実験 NTT，大阪大学，日立製作所の技術を連携し，ショッピングモールでの買
い物を支援するワンダーキャッチャーシステムを実現した．2006年2月4日～3月5日まで，総務省後援・青森県
の協力の下，五所川原市のショッピングモール｢ELMの街｣で実証実験を行い，2千人以上に体験いただき，8割
の方々から本システムの将来性への賛同意見をいただいた．
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UAA2005UAA2005年度連携実証年度連携実証 in ELMin ELM の概要の概要

■期間・開催場所 2006年2月4日(土）～3月5日(日），青森県五所川原市 エルムの街ショッピングセンター

■主催・後援・協力 ・UAA2005年度実証実験実行委員会*，五所川原街づくり株式会社（ELMの街）主催．

・総務省後援．
・青森県，五所川原市，五所川原商工会議所，青森県商工会議所連合会，(社)青森県
情報サービス産業協会，（株）ルネサスハイコンポーネンツ，NTT東日本青森支店協力．

■実験の目的 ＜研究機関側＞ユビキタス研究として推進してきた成果（発明，システム）が，実際の消費
者フィールドにて有効性があるか，受け入れられるかの確認，今後の(技術)課題の抽出．
＜ELMの街側＞ユビキタスやIT技術を用いて，膨大な商品数を扱う店舗から知らせたい特
薦情報とお客様を出会わせるサポートをし，新しいスタイルのショッピングの可能性を探る．

■内容と結果 ・ユビキタス技術を用い，ELMご来店のお客様には，そのお客様の年齢，性別，趣味などの
プロパティ情報に応じて，お客様がいまいるエリア，時間などを鑑みた特薦情報を提供し，
ショッピングを楽しんでいただく．ミューチップカード，振動するマスコットなどを通したユビキ
タスショッピング体験．
・来店したお客様に店舗側の特薦商品や情報を出会わせることにより消費を喚起する新し
いスタイルのショッピングに関し，ユビキタス技術が貢献できる可能性を確認した．
・これまで研究室レベルで研究してきたユビキタス技術を，ユビキタスショッピングシステム
として具現化し，実際の消費者フィールドにて適用し，8割のお客様から有効性・将来性に
関し，肯定的意見をいただいた．

■参加者 総参加者（被験者）数：2,252人

＊日立製作所システム開発研究所，NTTネットワークサービスシステム研究所，大阪大学サイバーメディアセンタ
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実証実験の結果概要（１）実証実験の結果概要（１）

■傾向分析（5段階評価）

①これが普及したら使いたいと思うか？
（全体評価）

◆半数はカードを認知．

カード

携帯電話

PDA

マスコット

無記入

(重複回答あり)

使いたいやや使いたい

どちらともいえない

あまり使いたくない

使いたくない

無記入

60%

21%

11%

3%
3%
2%

47%

37%

5%

2% 9%

① ②

②どの手段が使い易いか？ （重複回答あり）

◆8割の賛同意見（女性による評価高）
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実証実験の結果概要（２）実証実験の結果概要（２）

③ ④

そう思う

ややそう思うどちらともいえない

あまり思わない

そう思わない

無記入

23%

26%26%

12%

10% 3%

許容範囲

概ね許容範囲

どちらとも
いえない

やや遅い

遅い
無記入

48%

20%

11%

12%

8% 1%

④コンテンツ表示までの時間は許容範囲か？

■傾向分析（5段階評価）

③おすすめ情報は嗜好に合っていたか？

◆半数の肯定意見（20歳未満に好評 ◆7割は許容時間内（20歳が境）
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実証実験の結果概要（３）実証実験の結果概要（３）

⑤ ⑥
無回答
2%

どちらかと言うと
役立たない

0%

役立たない
0%

どちらでもない
10%

34%

役立つ
54%

どちらかと言
うと役立たつ

そう思う

ややそう思う

どちらともいえない

あまり思わない

そう思わない
無記入

55%

26%

11%

3%
3%
2%

■傾向分析（5段階評価）

⑤表示できる情報をカスタマイズできるべきか？

◆9割近くは役に立つという肯定意見. 

⑥マスコットツアーでは，マスコットを持っている人の
場所を知ることができたり，ワンダーポイントをゲット
した店舗のお勧め情報は見ることが出来たが
それらの情報は貴方の役に立ったか？

◆8割超の肯定意見（特にサービス業）
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UAA2005UAA2005年度連携実証年度連携実証 in ELMin ELM の様子の様子

2006年2月青森県五所川原市｢ELMの街｣
オープニングセレモニー

マスコットを持って
店内散策

Ubiボックスにてその場・そ
の時のお薦め情報をGET

お気に入り
商品登録

友人・家族など
居場所をチェック

青森県知事のご挨拶
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成果公表成果公表

【H16年度】
●ユビキタスネットワーキングフォーラムにて受託研究の計画・内容・取り組み状況を発表．
●ITS世界会議愛知・名古屋2004にて東大の研究成果をデモ．
●ユビキタスネットワークシンポジウム2004（UNS2004）開催．
●SAINT2005で，Ubiquitous Network Workshopを企画・開催，論文発表．
●NTT R&Dフォーラム（一般向け公開）にて，阪大‐NTT連携システム展示．
●サイバー関西プロジェクト（CKP）シンポジウム（3/4）にて，受託研究内容を紹介．
●青森県のユビキタス技術イベント「ユビキタス?君なら何する??」（3/5）にて，阪大‐NTT連携システム展示．児童の
発表会審査員も努める．青森放送の放映あり．
●その他，信学会情処学会等の全国大会・研究会にて随時研究内容を発表．

【H17年度】
●Interop2005出展．日立，NTT，阪大の動態展示．ユビキタス連携協議会の取材．
●青森県主催第二回ユビキタスフェア(6/21-22)に阪大‐NTT連携システム展示．CATV取材．
●NORTH21世紀プロジェクト（北海道の医療ユビキタス検討）にて阪大・NTT技術講演．
●信学会IN研究会（7/14）の招待講演にて受託研究技術の発表．
●IEEE協賛Mobiquitous (7/20)に展示．
●青森県のユビキタス技術イベント「ユビキタス?君なら何する??」（9/18）出展．
●NTTコレクションin福岡出展．
●ネットワークロボット研究会(11/25)にてユビキタスネットワーク技術受託研究全体状況の発表．
●UNS2005開催（11/28-29）．
●NTT Expo出展(12/20-22)．
●IEEE CONSUMER COMMUNICATIONS and NETWORKING CONFERENCEに出展（1/9-10）．
●SAINT2006のプログラムコミッティとして，ユビキタス技術セッションの企画，論文発表．
●青森県五所川原市ELMの街にて一ヶ月間ユビキタス実証実験．
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成果の展示成果の展示

2005年11月UAA2005（＠京都）

2005年6月Interop（＠幕張） 2005年6月第2回ユビキタスフェア（＠青森）


